
口

絵

解

説

イ
‐―深
宮
宗
良
親
Ｉ
は
、
後
醍
酬
天
県
の
第
八
中
子
と
し
て
花
園
天
皇
応

長
元
年
の
制
生
誕
。
八
歳
に
し
て
妙
法
院
門
跡
に
入
宅
、
性
守
僧
正
に
つ

い
て
人
台
教
学
の
研
徴
を
つ
ま
れ
、
尊
峰
法
親
王
と
中
し
上
げ
た
。
元
徳

二
十
年
二
月
、
慈
服
僧
正
に
代
っ
て
第
百
十
肛
の
天
台
座
主
と
な
ら
れ
た

か
、
当
時
―ＩＬ
は
あ
げ
て
武
家
ガ
の
勢
力
下
に
あ
り
、
こ
れ
に
比
し
て
大
党

寺
統
朝
廷
を
中
心
と
す
る
公
家
方
の
勢
力
は
ま
こ
と
に
弱
体
、
唯
侍
み
と

ざ
る
所
は
南
部
北
術
の
贈
兵
で
あ
っ
た
。
親
Ｉ
は
御
父
天
皇
の
意
志
に
も

と
づ
き
、
山
門
と
の
結
託
は
も
ち
ろ
ん
、
閣
来
各
地
に
御
遷
居
、
つ
ぶ
さ

に
流
部
転
闘

（
と
う
）
の
苦
心
を
か
さ
ね
ら
れ
た
。
の
ち
大
覚
寺
統
管
理

の
単
室
御
釧
＝
囲
の
関
係
に
よ
っ
て
、
イ
‐
―
州
に
入
ら
れ
、
し
は
じ
戦
座
を

避
け
て
伊
那
椰
大
河
戸
の
出
中
に
御
在
住
、
そ
れ
は
興
国
五
年
の
作
常
の

‐‐―――
く
頃
で
あ
つ
た
。
親
王
の
歌
集

「
李
花
集
」
に

興
国
五
年
信
濃
国
大
川
原
と
申
出
の
お
く
に
籠
居
侍
り
し
に
、
た
ヽ

か
り
そ
め
な
る
山
里
の
か
き
ほ
の
わ
た
り
、
見
な
ら
は
ぬ
心
地
じ
竹

む
も
さ
ｉ
ギ
け

に
、
や
ふ
７
、
わ
か
ぬ
作
の
光
待
出
る
鴬
の
百
嘱
も
む
か
し
お
も
ひ

い
で
ら
れ
し
か
ば

か
り
の
や
ど
か
こ
ふ
は
か
り
の
呉
竹
を
あ
り
し
園
と
や
鴬
の
な
く

そ
れ
よ
り
三
卜
伯
余
年
、
親
王
住
居
の
地
と
な
っ
た
沖
・蜘
所
平
は
山
中

の
旅
寂
境
で
、
香
坂
高
宗
の
―
‐１
‐
城
大
河
原
城
の
所
在
地
ヒ
蔵
を
さ
ら
に
東

へ
小
渋
川
に
沿
い
、
釜
沢
部
落
を
経
て
約
ニ
ュ
、
字
内
の
倉
に
あ
る
親
王

閑
居
の
地
て
、
後
ろ
に
黒
田
出
の
唆
峯
を
負
い
、
北
に
豊
口
出
、
東
に
小

河
内
岳

・
の
そ
き
出

・
前
茶
自
の
群
嶺
そ
ゝ
り
立
ち
、
脚
下
を
小
河
内
川

の
清
流
が
流
れ
て
い
る
。
ま
こ
と
に
人
か
ん
を
絶
し
た
深
山
幽
谷
で
あ
る
。

李
化
集
に

信
洪
国
大
川
原
と
申
侍
け
る
深
出
の
中
に
、
心
う
つ
く
し
く
庵

一
二
は

か
り
し
て
す
み
侍
け
る
、
谷
あ
ひ
の
空
も
い
く
ほ
ど
な
ら
ぬ
に
、
月
を

み
て
よ
み
侍
し

何
方
も
山
の
は
ち
か
き
柴
空
戸
に
月
み
る
空
や
す
く
な
か
る
ら
む

山
里
に
し
の
ひ
て
こ
も
――
ゐ
侍
し
比
、
猶
み
ち
行
ふ
り
の
た
よ
り
も
し

け
く
な
ど
申
て
、
ふ
か
き
出
に
う
つ
ろ
は
せ
侍
し
時
よ
み
侍
り
し

出
に
て
も
猶
う
き
時
の
か
く
れ
が
は
あ
り
け
る
物
を
岩
の
か
け
み
ち

雲
は
自
く
出
は
み
ど
り
に
、
だ
々
六
百
年
の
春
を
員
い
て
、
山
ふ
か
き

あ
た
り
、
今
日
も
な
お
鴬
は
嶋
い
て
い
る
こ
と
で
あ
ろ
う
。
（
宮

下
　
操
）

「高坂文書に対する考察」 (伊那、伊那史学会、1964.6月 号、下平加賀雄著)|

高

坂

文

書

に

対

す

る

考

察

市
村
先
生
の
管
見
を
中
心
と
し
て

・‥

○

お

は

が

き

先
娘
御
送
り
に
な
り
ま
し
た
人
草
関
係

（
高
坂
氏
所
蔵
を
主
と
す
る
文
書
）

史
料
に
つ
い
て
は
折
か
ら
下
伊
九
史
校
正
の
た
め
寸
暇
な
く
＝
見
お
そ
く
相

な
り
ま
し
た
　
失
礼
し
ま
し
た

よ
う
や
く

一
通
り
拝
見
　
気
の
つ
い
た
こ
と
を
鉛
筆
で
出
き
込
ん
で
お
き

ま
し
た
　
見
に
く
い
で
し
よ
う
が
御
覧
下
さ
い
　
も
と
よ
り
Ⅲ
見
に
過
ぎ
ま

せ
ん
が
あ
し
か
ら
ず
御
了
承
下
さ
い

―ｌｒｌ
和
三
十
六
年
五
月
十
六
日
　
　
　
　
　
　
　
　
市
村
　
威
人

○

永

車

四
年

文
書

小
笠
原
殿
　
国
も
ち
を
　
お
う
り
や
う
被
成
候
　
今
皮
　
郷
の
者
　
七
ツ

八
ツ

一
松
の
組
を
た
て
申
候
　
下
条
殿
も
　
く
み
こ
被
成
候
　
如
件

水
亨
四
年
十

一
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
沢
術
門
尉
　
化
押

香
坂
　
“ポ
た
ね
殿

１
　
信
濃
史
料
第
八
巻
　
Ｐ
３９
‐
４０

水
亨
四
年
壬
子

一
四
三
二
年
十

一
月
大
丙
辰
朔

下

平

加

賀

雄

（
コ
ノ
文
書
、
ナ
ホ
研
究
ノ
余
地
ア
リ
ト
雖
モ
、
姑
ク
コ
ヽ
二
掲
グ
）

２
　
高
坂
系
図
の
一
部
を
抄
録
す
る
と

宗
種
　
香
坂
右
近
允

水
亨
年
中
　
於
結
城
戦
場
　
有
軍
功
　
普
広
院
殿
ョ
リ
被
下
御
感
状
ヲ

賜
僑
州
大
草
郷
地
頭
職

〇

天

正

十

年

文

書

其
表
及
勢
遣
候
処
　
早
々
忠
信
感
悦
侯
弥
　
向
後
　
走
廻
専

一
候
　
猶

安
易
守
可
申
候
　
恐
々
謹
言

九
月
十
二
日
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
氏
　
直
　
花
抑

大
草
体
斎

１
　
昭
和
十
六
年
十

一
月
甘
五
日
発
行

「
伊
那
史
壇
」
紀
元
二
千
六
百
年
記
念

号
大
草
体
斎
に
つ
い
て
　
市
村
成
人
　
Ｐ
５２
　
天
二
十

一
年
と
あ
る
も
人
正

十
年
の
誤
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
　
下
平

・
市
村
先
生
の
返
事
○
天
正
十

一
年
ハ
十
年
ノ
誤
デ
ス

２
　
体
斎
の
お
条
氏
に
刈
す
る
通
謀
は
陰
微
の
間
に
行
わ
れ
て
そ
れ
は
徳
川
氏

-1-



の
悟
る
所
と
な
ら
な
か
っ
た
ら
し
い
。
天
正
十
三
年
八
月
徳
川
氏
が
上
回
の

真
田
安
房
守
昌
■
の
罪
を
せ
め
て
上
田
を
攻
め
た
時
、
休
斎
の
子
右
近
介
宗

滞
は
、
徳
川
の
部
将
大
久
保
忠
世
の
手
に
属
し
て
出
陣
し
て
い
る

（
高
坂
系

図
）
の
に
拠
れ
は
大
草
氏
は
そ
の
罪
を
問
わ
れ
ず
し
て
徳
川
氏
に
帰
属
す
る

を
得
た
の
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
る
…
…
と
、
伊
那
史
壇
に
述
べ
て
お
ら
れ
ま

す
が
、
此
の
天
正
文
書
は
天
正
十
三
年
に
北
条
氏
直
が
寄
せ
た
も
の
で
は
な

い

で

し

よ

う

か

…

…

下

平

市
村
先
生
の
返
＝

片
――１１
源
三
昌
忠
　
橋
都
十
郎
左
術
門
貞
綱

松
平
仁
左
術
門
　
南
島
与
左
術
円

米
出
彦
七
郎
　
宮
下
四
郎
左
術
円
光
延

北
原
七
左
衛
門
定
光

下
条
兵
＝
助
殿
　
　
　
　
　
　
　
　
（註
兵
＝
助
は
頼
安
）

１
　
飯
島
衆
　
片
１１‐１
衆
　
中
沢
衆
　
い
な
へ
衆
も
共
に
起
請
文
を
出
し
て
お
り

ま
た
大
草
休
斎
、
大
草
家
中
来
の
中
に
あ
る
片
桐
意
釣
や
北
原
七
左
術
門
な

ど
は
倣
―――
衆
の
中
に
も
名
を
列
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
は
天
Ｉ
十
年
中
、
相
つ

い
で
武
―――
亡
び
、
織
‐Ｊ
・
―
亡
び
、
触
手
南
よ
り
徳
川
、
東
よ
り
北
条
延
び
る
鳥

兎
勿
々
の
時
に
あ
り
が
ち
な
こ
と
ヽ
思
惟
せ
ら
れ
、
ま
た
大
草
家
中
衆
が
七

久
保
、
片
桐
、
上
片
桐
、
大
島
、
山
吹
、
市
田
辺
ま
で
散
在
し
て
い
る
こ
と

も
う
か
が
え
る
が
、
こ
の
起
請
文

の
抑
が
高
坂
家
に
現
存
し
て
い
ま
せ
ん
が

●

●

●

●

●

●

ド

Ｆ

・
市
村
先
生
の
返
９
。

こ
の
起
油
文
は
甲
斐
在
住
諸
士
の
分
を
併
せ
悉
く
秋
業
神
社
に
奉
納
せ
ら

れ
た
と
聞
い
て
い
る
が
、
自
分
は
未
だ
そ
の
存
否
を
確
か
む
る
の
機
会
を
得

な
い
。
け
れ
ど
も
当
代
記

（
水
禄
十

一
年
よ
り
慶
長
二
十
年
ま
で
の
徳
川
氏

創
業
の
こ
と
を
記
し
た
写
本
）
及
び

「
家
忠
日
記
増
補
」
に
そ
の
写
が
載
せ

ら
れ
て
あ
る
か
ら
云
々
と
い
う
伊
那
史
用
所
織
の
Ｄ
り
で
あ
る
。

２
　
塩
沢
佐
太
術
門
は
養
命
酒
の
出
来
に
調
う
端
沢
宋
開
壮
時
の
名
と
推
定
せ

ら
れ
る
。
…
…
下
平

○
コ
レ
フ
天
正
十
三
年
ト
ス
ル
ｉｌ
・
１
説
モ
ブ
ル
ガ
コ
ノ
唄
イ
ー‐継
／
南
部
ハ
完
全
ニ

徳
川
ノ
モ
ノ
ニ
ナ
ツ
テ
オ
ル

上
田
附
近
ノ
戦

ニ
ハ
南
信
ノ
諸
族
ハ
営
沼
定
利
二
従
ウ
テ
Ｌ
田

二
出
陣
シ
テ

イ
ル

北
条
が
南
信
ニ
ハ
タ
ラ
キ
カ
ケ
ク
ト
ハ
考

ヘ
ラ
レ
メ

○

大
草
体
斎
起
請

一
紙

同
　
家
中
衆
起
請

一
紙

甲
偏
両
国
信
玄
衆
被
召
抱
時
指
上
哲
紙
　
字

´
´
　

　

一

倣
自
　
起
請
文
之
事

一　
体
斑
下
条
兵
庫
助
硼
　
毛
頭
如
在
申
間
敷
候
然
所
　
家
康
様
江
　
Ｆ
（庫
助

殿
　
御
無
沙
汰
候
者
　
同
心
中
間
敷
候
事

一　
加
様

二
得
御
意
候
上
者
　
軍
役
等
硼
無
沙
汰
中
問
敷
事

二
　

　

¨

一　
人
細
共
二
御
指
図

，′
不
礎
到
碇
廻
破
事

右
条
々
談
禍
者
　
瑕
一
天
　
帝
釈
四
人
天
王
　
焔
魔
法
玉
　
五
道
之
冥
官

熊
野
三
所
権
現
…
…
…
中
略
…
…
…
御
コ

　

・
於
吟
一
黒
自
之
病

一
於
裸
型
　
阿

鼻
無
間
之
底
　
可
堕
在
者
也
　
働
　
起
請
文
如
件

一
一
　

　

一
　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

レ

天
正
十
年
壬
午
七
月
六
日

片
切
意
釣
西
鎌
　
片
切
孫
左
衛
門
為
義

片
桐
宗
三
　
北
村
掃
部
左
術
門

上
沼
有
近
　
塩
沢
佐
太
術
門

新
居
乃
助
　
大
沢
六
兵
術

○

言

つ
た

い

の
事

一
　
む
か
し
宗
良
親
王
様
　
信
濃
国
伊
那
の
　
大
く
さ
の
出
里
に
　
か
く
れ
去

時
　
せ
ん
そ
も
し
た
か
ひ
　
よ
の
お
と
す
れ
悪
き
ゆ
へ
に
　
大
か
わ
ら
の
深

山
に
　
御
供
い
た
し
　
久
し
く
立
籠
し
末
に
　
よ
ろ
ひ
　
旗
　
と
も
た
ま
ハ

リ
て
　
家
の
た
か
ら
二
伝
り
　
ま
た
後

二
子
孫
　
甲
州
　
武
田
家
へ
　
し
た

か
い
申
候

・文
禄
仁
年
五
月
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
香
坂
　
右
近
　
印

１
　
用
紙
は
美
濃
紙
半
花
書
き
て
、
推
定
す
る
に
毛
利
秀
頼
の
家
臣
篠
治
勝
次

郎
に
差
し
出
し
た
山
緒
書
き
の
抑
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
…
…
下
平

２
　
北
原
真
人
先
生
は
、
此
の
頃
、
宮
様
の
こ
と
を
宗
良
親
王
と
言
っ
た
か
ど

う
か
が
疑
問

３
　
高
坂
系
図
の

一
部
抄
録

宗
邦香

坂
弥
七
邸
　
後
　
弾
正
少
弼
高
宗

母
ハ
助
太
郎
大
江
政
広
女
　
レポ
実
ノ
末
子
也

依
小
太
郎
宗
親
早
Ｌ
二
其
家
督
相
続

相
１１
家

二
属
シ
建
武
年
中
　
為
宮
方
合
戦

西
坂
本

二
於
テ
戦
死
ス

（
下
平
証
　
中小
良
親
王
兵
フ
信
濃

二
興
ス
正
平
七
年

（
文
和
元
年
）

一
三
五

二
年

ハ
建
武
年
中
ヨ
リ
十
六
年
以
上
後
ノ
コ
ト
ナ
リ
）

４
　
松
村
弥
次
■
術
氏
案

天正十年北条氏直文書  高坂清人氏「
'爾

成
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〇
香
坂
氏
ハ
滋
野
族
テ
　
小
県
ノ
牧
場
地
＝

二
家
フ
起
ン
　
更
級
郡
牧
ノ
島

二
移
り
　
牧
場
フ
管
シ
テ
イ
ク
　
ソ
ノ
分
流
ガ
大
草
郷

二
移
り

（大
河
原

七
大
中
ノ
内
デ
ア
ツ
タ
）

宗
良
親
Ｉ
フ
本
ジ
タ
ト
イ
フ
コ
ト
ニ
ナ
ツ
テ
イ
ル

○
押
田
＝
御
北
ハ
大
中
城
ノ
舘

（
ヤ
カ
タ
）
デ
ア
ル
コ
ト
ニ
賛
成
ス
ル

○
コ
ン
ハ
前

ニ
モ
記
ン
グ
ガ
戦
国
以
後
／
領
主
卜
地
方
管
治
者
ノ
ヨ
ク
ワ
カ

ノレ
ォ
モ
ン
ロ
イ
モ
ノ
採
用
ン
テ
ヨ
ロ
ン
イ
ト
思
フ

（
原
板
フ
附
記
シ
テ
）

○

結
城
合
戦
の
こ
と

水
亨
十
二
年
庚
中
七
月
大
半
丑
朝

＝
九
日
　
関
東
管
領
　
執
事
上
杉
清
方
　
諸
■
フ
シ
テ
結
城
城
フ
攻
メ
ン
ム

信
濃
守
護
　
小
筆
原
正
透

（政
康
）
陣
中
本
行
フ
命
セ
ラ
レ
　
ソ
ノ
手
兵
ノ

陣
番
フ
定
ム

〔笠
系
大
成
附
録
〕
雑
彙
　
政
康
之
部

結
城
陣
番
帳

（
前
後
フ
略
ス
　
筆
名
）

卜
四
番
　
諏
方
信
濃
守
殿
　
大
脚
般
代
　
中
沢
殴
代
　
豚
州
作
殿
代

十
六
番
　
諏
方
兵
部
大
ｉｌＴＩＩ
殿
　
知
久
　
伴
野
今
田

＝
」［　嘲
脚
　脚脚
　］
］
略
』
　］卿
Ｐ
口［
田　
嘲
拙
　剌穂

１
　
情
投
資
料
弟
八
巻
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
高
坂
系
図
の
宗
種
に
当
る
。
大

原
は
大
市
な
ら
む
．
下
平

一
同
御
阻
　
朝
日
受
水
殿
代
官
　
高
坂
仁
兵
術
殿

¨
同
御
世
　
千
村
平
右
工
門
殿
代
官
　
高
坂
仁
兵
衛
殿

中

―――
土
佐

殿

卜

一
同
御
Ｌ
　
近
藤
織
部
様
御
知
行
二
被
成
腕
　
白
崎
宗
兵
術
殿

松
原
茂
有
ヱ
円
殿

１
　
近
藤
織
部
亜
尭
の
性
ま
で
記
し
て
あ
る
所
を
見
る
と
元
和
四
年
以
後
に
高

坂
氏
の
出
が
申
覚
書
と
し
て
記
し
た
も
の
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
沖
出
地
域
は

慶
ｋ
六
年
井
■
佃
五
百
石
の
う
ち
に
属
し
て
い
る
の
で
近
藤
領
九
百
石
に
属

す
る
か
の
如
く
記
さ
れ
て
あ
る
の
は
研
究
の
余
地
を
伐
す
。
香
坂
何
右
ヱ
門

は
後
に
仁
兵
術
を
称
し
て
い
る
。
受
水
が
五
石
を
、
何
右
工
門
が
六
石
を
常

泉
■
に
寄
進
す
る
の
書
が
、
い
ず
れ
も
慶
長
六
年
の
記
年
を
以
て
存
し
て
い

る
。
下
平

２
　
平
沢
清
人
先
牛
指
示

高
坂
氏
は
大
平
氏
な
ど
と
共
に

「
所
の
代
官
」
を
つ
と
め
て
い
る
の
で
更
に

高
坂
文
苦
を
精
し
く
調
査
さ
れ
た
い
。

３
　
市
利
先
生
の
返
＝

（
か
っ
こ
と
興
の
上
の
武
田
氏
、
徳
川
氏
、
出
臣
氏
等
は
市
村
先
生
が
註
さ

れ
た
も
の
）
尚

の
大
久
保
石
見
ハ
松
本

ニ
イ
ク
徳
川
ノ
代
官
長
安
――
勢
サ
カ
ン
デ
ア
ツ
タ

○

コ
ン
ハ
江
戸
時
代
初
メ
頃

ニ
カ
イ
ク
モ
ノ
デ
シ
ヨ
ウ
ガ
大
体
ア
ヤ
マ
リ
ハ

ナ
イ
ト
思
フ
地
方
代
官
／
ワ
カ
ル
オ
モ
ン
ロ
イ
モ
ノ
デ
ア
ル

市
村
先
生
の
返
事

２
　
こ
の
戦
　
守
護
政
康
は
、
大
凡
、
信
濃
南
北
の
諸
族
を
率
い
て
結
城
攻
に

加
わ
っ
た
大
原
は
大
草
で
あ
る
こ
と
貴
洸
で
よ
い
と
思
う
。

○

甲
州

恵
林
寺
に
招
か
れ
た
こ
と

源

一
良
　
高
坂
源

一
良
宗
景
　
始
斧
占
卜
号
　
母

ハ
山
本
　
竹
村
三
太
夫
娘

大
草
邑
百
姓
　
御
キ
田
住
　
雄
心
院
機
鋒
清
俊
居
士

文
政
八
年
西
の
二
月
十
三
日
　
　
信
玄
公
御
法
事

丼
　
長
篠
戦
死
方
二
百
五
十
年
季
に
付
甲
州
恵
林
寺
に
お
い
て
　
法
会
あ
る
ベ

き
こ
と
　
郷
士
　
横
手
彦
左
工
門
　
名
取
平
左
工
門
　
使
者
と
し
て
来
り
ぬ

是
に
依
り
高
坂
宗
景
出
立
し
て
同
九
日
に
寺
中

へ
参
着
す
　
十
日
　
江
戸
御

勘
定
　
寺
社
日
付
け
御
立
ち
会
に
お
い
て
　
古
昔
よ
り
の
遺
所
　
家
系

一
々
御

調
の
上
　
御
記
録
に
印
さ
れ
　
伝
来
の
書
物
　
御
被
見
の
上
　
苗
字
帯
刀
御
免

の
十
意
を
給
わ
り
客
屋

へ
通
る
　
信
玄
公
御
霊
殿
　
甲
斐
守
御
尊
形

へ
参
ピ
‐‐‐‐す

奥
書
院
を
出
て
方
丈
に
至
り
大
和
尚
の
尊
顔
に
謁
じ
夜
は
宿
功

へ
下
が
る

十

一
日
　
信
玄
公
の
御
法
事
也
　
十
二
日
御
法
会
涌
経
あ
り
て
諸
士
の
焼
香

行
わ
る
　
順
は
席
順
の
如
し

口
中
　
客
屋
に
お
い
て
遺
所
　
人
々
へ
饗
応
也
　
正
面
に
は
武
田
式
部
大
大

同
大
膳
大
夫
御
父
子
　
御
名
代
　
左
座
に
は
上
杉
家
御
名
代
重
月
右
近
　
板
垣

三
郎
有
工
門
　
高
坂
源

一
郎
　
小
山
田
弥
三
郎
　
秋
出
彦
四
郎
　
右
座
に
は
柳

沢
家
の
名
代
　
馬
場
玄
蕎
　
内
藤
三
左
工
門
　
田
県
三
良
兵
術
　
け
利
三
左

エ

門
　
其
の
外
胴
々
列
座
あ
り
　
終

つ
て
朝
参
す
。
　

わ
が
祖
　
高
坂
弾
正
少
輔
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滋
野
源

‐‐‐‐
信
　
法
名
人
照
院
般
高
消
過
忠
大
居
士
　
大
Ｉ
し
年
二
月
初
九
日
卒

高
照
院
般
消
光
忠
嶽
人
居
卜
　
天
直
三
年
五
月
二
十

一
口
　
良
條
に
て
戦
死

昌
ｆ
‐
―
の
子

‐
１１１
　
高
坂
源
五
郎
源
昌
冷
也
　
　
　
　
中
略

卜
ｔ
国
　
十
四
Ｈ
ｋ
條
戦
死
ノ
御
法
珀
也
十
五
日
御
宝
物
を
＝
見
し
所
々
古

跡
を
廻
り
十
六
日
出
立
す
　
　
　
　
後
略

１
　
高
坂
系
図
中
源

一
良
宗
景
の
く
だ
り
に
斯
く
＝
記
し
て
あ
る
。
呂
イ
‐‐――
静

の
供
■
―‐‐，‐‐‐
は
此
の
時
に
，
て
た
も
の
で
あ
る
。
下
平

２
　
伊
那
史
料
叢
占
　
一
一　
信
州
伊
余
郡
郷
村
記
　
巻
四
　
Ｐ
８７

（萩
原
本
に

よ
リ
ブ‐―
の
五
項
を
補
う
）
の
う
ち

人
■
村
出
生
　
高
坂
押
正
　
古子
尿
年
中
甲
府
に
在
住
　
水
禄
年
中
よ
り
川

中
島
に
越
後
の
押
と
し
て
被
差
置
　
一二
千
五
百
騎
大
将
也
　
息
源
五
郎
も

叩
州
に
住
　
内
藤
も
同
村
出
生
に
て
―――
州
に
住
　
高
坂
は
晰
学
成
武
之
士

也

３

　

奉一占
＝
前
机
Ｉ
注
進
　
北
越
軍
兵
　
所
々
日
米
防
戦
手
広

二
罷
成
　
依
之

当
国
出
張
之
内
　
‐‐‐伯
尾
城
　
仙
前
遠
江
　
海
国
城
　
油
川
彦
三
郎
　
山
将

之
内
　
御
加
勢
　
可
彼
　
仰
哉
　
本
窺
候
　
宜
敷
御
　
下
知
奉
希
候
　
恐

情
岨
首

午
　
四
月
け
日
　
　
　
　
高
坂
　
弾
正

［日
　
信
　
化
押

御
披
熙

條
治
勝
次
郎
秀
政
ノ
出
シ
タ
モ
ノ
　
文
禄
年
間
ナ
リ
　
コ
レ
ハ
コ
イ
モ
ノ
テ

ス

○

諏
訪
御
符
礼
之
古
書

守
欠
真
幸
所
蔵

長
禄
二
年
成
寅
　
一
四
五
八
年
　
四
月
小
成
午
朔
八
日
　
諏
訪
社
上
社
　
同

社
明
年
　
花
会
頭
役
ブ
水
内
郡
鐵
寺
郷
等
二
充
ツ

五
月
大
　
丁
亥
朔

五
日
　
諏
訪
社
上
社
　
同
社
明
年
五
月
会
頭
役
フ
伊
那
郡
大
革
郷
等
二
充
ツ

長
禄
二
年
戊
寅
五
月
会

一　
左
頭
　
大
草
　
民
部
少
輔
宗
政
　
御
符
之
礼
　
四
員
六
百
文
　
御
頭
役
二

拾
員
文

（
鳥
羽
剃
家
　
パ
川
伯
貞
　
須
田
為
国
　
高
田
政
満
　
広
田
宗
長
　
等
に
つ

い
て
は
略
す
）

一　
寛
正
七
年
丙
成
　
五
月
会

左
頭
　
大
中
　
香
坂
左
ヱ
門
有
宗
　
御
符
之
礼
三
貫
八
百
文
　
使
二
郎
五
郎

酬
役
■１
拾
員

（
他
ハ
略
）

一　
文
明
四
年
　
大
卓
沙
弥
昌
広

一　
文
明
九
年
　
大
中
香
坂
左
工
門
有
宗

一　
文
明
十
四
年
　
大
革
入
道
沙
弥
昌
広

一　
文
明
十
九
年
　
大
草
入
通
沙
弥
昌
広

１
　
市
村
先
生
は
伊
那
史
壇
に
お
い
て

「
こ
の
う
ち
の
有
宗
は
お
そ
ら
く
は
高

原
　
美
渋
守
殿

右
の
う
ち
忠
林
寺
の
二
由
五
十
年
忌
に
招
か
れ
た
こ
と
、
郷
村
記
に
記
さ
れ

て
い
る
こ
と
は
、
そ
の
通
り
で
あ
る
が
３
の
本
　
一
書
君
前
の

一
枚
は
信
を
置

く
べ
き
か
の
筆
者
の
間
に
対
し
市
利
先
生
は

本
書
フ
見
ス
ト
ワ
カ
ラ
ヌ
　
何
夕
カ
ア
ヤ
ン
ク
思
ハ
レ
ル

と
の
こ
見
解
で
し
た
。

○

大
草
山
里
巳
年
　
御
年
貢
納
之
事

（
出
力
）

京
舛
五
劇
人
　
打
米
共

合
　
弐
千
五
百
六
拾
六
俵
壱
升
三
合
□
□

此
内
九
百
九
拾
九
俵
壱
斗
三
升
弐
合
ハ
大
豆
に
て

右
之
分
庄
々
請
取
相
済
者
也

働
　
皆
済
如
件

文
禄
三
年
午

九
月
十
三
日
　
　
　
　
　
　
　
　
株
路
勝
次
郎
　
化
押

香
坂
有
近
之
助

１
　
元
和
四
年
ま
で
は
大
河
原
　
蘭
塩
　
大
卓
と
も
に
大
草
山
里
と
い
っ
て
い

た
か
ら
此
の
年
■
皆
済
状
は
文
禄
二
年
己
の
年
の
年
貢
を
指
し
て
い
る
の
で

卜
記
三
庄
を
含
ん
で
い
る
。
約
二
千
五
百
六
十
六
俵
の
う
ち
大
豆
が
千
俵
近

く
あ
る
の
も
土
地
が
ら
を
示
し
て
い
ま
し

よ
う
。
下
平

，
“　
市
村
先
生
の
返
Ｉ

コ
ノ
文
一
ロ　
ピ
ン
ボ
ケ
ヨ
ク
ワ
カ
ラ
ヌ
ガ
　
飯
田
城
主
　
毛
利
秀
頼
ノ
家
臣

宗
の
直
系
、
出
広
は
そ
の
同
族
で
あ
っ
て
、
香
坂
氏
は
高
宗
以
後
代
々
大
車

城
を
本
拠
と
し
て
連
綿
せ
る
も
の
と
推
想
せ
ら
れ
る
。

香
坂
系
図
に
宗
続
の
第
二
子
宗
種
水
事
中
結
城
合
戦
の
功
に
よ
り
大
中
御

地
頭
を
賜
う
と
あ
る
が
、
香
坂
氏
の
大
卓
土
着
は
そ
れ
よ
り
前
の
古
野
時
代

か
ら
で
あ
っ
た
と
考

へ
に
い
。
な
ぜ
な
れ
ば
大
河
原
、
鹿
塩
、
大
中
の
三
ケ

村
は
吉
来
大
革
郷
と
称
せ
ら
れ
る

一
郷
の
う
ち
に
包
括
せ
ら
れ
て
い
た
。

そ
の
う
ち
大
草
は
天
竜
河
岸
の
段
地
上
に
あ
っ
て
、
山
深
き
他
の
ニ
ケ
村

よ
り
は
生
産
力
に
も
富
み
、
交
通
も
便
利
で
あ
っ
た
か
ら
、
彼
の
高
宗
の
如

き
も
、
こ
の
大
草
を
本
拠
と
し
て
宗
良
親
王
を
大
河
原
に
守
護
じ
奉

っ
た
の

で
あ
る
と
考

へ
る
の
が
穏
当
で
あ
る
よ
う
に
考
へ
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。」
と

述
べ
ら
れ
る
。

２
　
有
の

一
文

（
大
中
休
斎
に
つ
い
て
）
を
執
筆
さ
れ
た
昭
和
十
六
年
市
村
先

生
は
編
島

・
武
田
諸
先
輩
の
数
人
を
供
に
小
池
政
雄
翁
を
先
導
と
し
四
徳
の

小
河
内
洞
を

「
百
た
わ
ら
積
み
」

「
米
小
屋
」
等
の
遺
跡
を
踏
査
し
て
鹿
塩

の
北
川
北
入
に
出
ら
れ
た
の
で
あ
る

（
こ
れ
に
つ
い
て
は
松
利
氏
も
し
ば
し

ば
各
誌
に
、
筆
者
も
ま
た
伊
那
三
七
六
号
に
書
い
て
い
る
）

３
　
こ
れ
ら
を
■
づ
け
る
史
料
の
無
い
の
は
、
前
記
源
五
良
宗
景
卒
し
、
木
亡

人
里
登
の
と
き
宗
景
の
妹
喜
緒
他
家
に
嫁
し
て
い
た
が
、
沖
田
高
坂
家
の
嗣

子
者
年
の
み
ぎ
り
、
し
ば
ら
く
実
家
に
あ
り
て
後
見
を
つ
と
め
、
貴
重
資
料

を
婚
家
に
借
用
搬
出
、
そ
の
婚
嫁
先
き
の
家
、
視
融
氏
の
災
に
あ
っ
た
が
た

め
と
見
ら
れ
る
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（筆
者
　
中
川
村
北
林
）
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